


News!

全国麦作共励会で中央表彰式開催
全農会長賞に岩崎氏（農家の部・福岡県）、ふるさと吉見（集団の部・山口県） 麦類農産部

　
全
国
麦
作
共
励
会
中
央
表
彰
式（
主
催
＝
J
A
全
中
、全
国
米
麦
改

良
協
会
）が
2
月
23
日
、都
内
で
開
か
れ
株
式
会
社
ア
グ
リ
キ
ュ
ー
ル

I
w
a
s
a
k
i

代
表
取
締
役
の
岩
崎
公
彦
さ
ん（
農
家
の
部
・
福
岡

県
）、農
事
組
合
法
人
ふ
る
さ
と
吉
見（
集
団
の
部
・
山
口
県
）が
全
農

会
長
賞
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
農
家
の
部
・
集

団
の
部
合
せ
て
16
道
県
か
ら

1
1
3
点
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
高
い
生
産
性
と
品
質
を
実

現
す
る
数
々
の
優
れ
た
経
営
は
、

全
国
的
に
他
の
模
範
と
し
て
国

内
産
麦
の
生
産
振
興
に
大
き
く

貢
献
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
岩
崎
さ
ん
は
、
持
続
的
な
農

業
生
産
を
図
る
た
め
、
土
壌
改

良
資
材
の
投
入
や
緑
肥
の
す
き

込
み
な
ど
土
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
吉
見

は
、
中
山
間
地
の
排
水
性
の
悪

い
粘
土
質
土
壌
の
圃ほ

じ
ょ
う場

の
た
め
、

弾
丸
暗あ

ん
き
ょ渠

な
ど
に
よ
る
徹
底
し

た
排
水
対
策
の
実
施
や
、
子
実

タ
ン
パ
ク
含
有
率
向
上
の
た
め

追
肥
な
ど
き
め
細
や
か
な
栽
培

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
で
両
者

と
も
県
平
均
を
大
き
く
上
回
る

高
収
量
を
達
成
し
、
1
等
比
率

1
0
0
％
と
高
品
質
の
麦
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

News!

神奈川県産米「はるみ」2年連続特A
生産意欲、生産者所得向上に大きな期待 神奈川県本部

　
（
一
財
）日
本
穀
物
検
定
協
会
が
実
施
す
る
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ

の
29
年
度
の
結
果
が
2
月
28
日
に
発
表
さ
れ
、Ｊ
Ａ
全
農
の
開
発
品
種

「
は
る
み
」が
、昨
年
度
に
引
き
続
き
最
高
評
価
の
特
Ａ
と
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　
神
奈
川
県
本
部
米
穀
担
当
者

は
、「
産
地
の
実
感
と
し
て
は
28

年
産
に
比
べ
て
天
候
不
順
な
ど

に
よ
り
作
柄
が
良
く
な
か
っ
た

の
で
、
こ
の
結
果
に
一
安
心
し

て
い
る
」と
胸
を
な
で
下
ろ
し
て

い
ま
す
。「
2
年
連
続
の
特
Ａ
で
、

『
は
る
み
』の
引
き
合
い
が
強
ま

り
販
売
価
格
が
向
上
す
れ
ば
、

生
産
者
所
得
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。30
年
産
に
向
け
て
生
産

者
の
励
み
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
は
る
み
」は
、
平
成
27
年
に

神
奈
川
県
の
水
稲
奨
励
品
種
登

録
を
機
に
作
付
面
積
が
増
加
し
、

28
年
産
の
作
付
面
積
２
５
０

㌶
、
生
産
量
１
２
５
０
㌧
に
対

し
、
30
年
産
は
１
０
４
０
㌶
、

５
２
０
０
㌧
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
「
は
る
み
」の
普
及
拡
大
の
た

め
、
主
産
地
Ｊ
Ａ
で
は
生
産
者

を
対
象
に
栽
培
指
導
講
習
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成

28
年
度
か
ら「
神
奈
川
県
Ｊ
Ａ

い
い
コ
メ
づ
く
り
研
究
会
」を
立

ち
上
げ
、
1
等
米
比
率
向
上
に

向
け
た
県
産
米
の
品
質
対
策
や
、

販
売
Ｐ
Ｒ
、
生
産
コ
ス
ト
削
減

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

全農会長賞を受ける
ふるさと吉見

全農会長賞を受ける
岩崎さん

収穫期を迎えたわわに実った「はるみ」（JA湘
南管内で）

全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
製
造「
は
る
み
」

（
量
販
店
向
け
）の
米
袋

平成29年度 受賞農家・集団（敬称略）

農
家
の
部

集
団
の
部

農林水産大臣賞
全国米麦改良協会会長賞
全国農業協同組合中央会会長賞

全国農業協同組合連合会会長賞

日本農業新聞会長賞
農林水産大臣賞
全国米麦改良協会会長賞
全国米麦改良協会会長賞

全国農業協同組合中央会会長賞

全国農業協同組合連合会会長賞

日本農業新聞会長賞

愛知県
北海道
愛媛県

福岡県

福井県
群馬県
石川県
岐阜県

福岡県

山口県

北海道

二村誓也
林常行、林晶子
岡田義久
株式会社アグリキュール
Iwasaki
代表取締役 岩崎公彦
畑中文吾
農事組合法人 東上野
有限会社 ファーム坊ノ森
平営農組合
農事組合法人
三水うまいち
農事組合法人
ふるさと吉見
摩周コンバイン利用組合
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News!

日本初の食品関係規格の世界水準化を後押し
日本で初開催のGFSI世界食品安全会議2018へ出席 営業開発部・耕種総合対策部

　
G
F
S
I

は
3
月
5
～
8
日
、
東
京
・
台
場
の
グ
ラ
ン
ド
ニ
ッ

コ
ー
東
京
で「
世
界
食
品
安
全
会
議
」を
開
き
、
50
カ
国
以
上
か
ら

1
2
0
0
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
G
F
S
I

（Global Food 

Safety Initiative

）は
、2

 
0
 0 

0
年
5
月
に
民
間
の
組
織
と
し

て
発
足
し
、「
食
品
安
全
」を
非

競
争
分
野
と
し
て
、
国
を
超
え

て
事
業
者
間
の
取
引
に
対
応
で

き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
規
格
の
世
界

共
通
の「
食
品
安
全
認
証
ス
キ
ー

ム
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。全
農

も
今
年
度
か
ら
、G
F
S
I

の

会
員（
日
本
企
業
71
社
が
会
員
）

と
な
り
、
日
本
国
内
の
ロ
ー
カ

ル
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
国
際
会
議
は
毎
年
開
か

れ
、
日
本
で
開
催
さ
れ
た
の
は

今
回
が
初
め
て
で
す
。
日
本
で

開
催
さ
れ
た
理
由
に
は
、
日
本

独
自
規
格
で
あ
る「
Aア

ジ

ア

S
I
A 

G
A
P
」「
J
F
S
-C
」を
国
際

水
準
の
規
格
と
し
て
G
F
S
I

で
の
承
認
を
目
指
す
こ
と
が
目

的
の
一
つ
で
あ
り
、
会
議
成
功

に
向
け
て
、
官
民
挙
げ
て
の
取

り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
安
倍
晋
三
首
相
か
ら
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
齋

藤
健
農
水
大
臣
の
出
席
、
鈴
木

大
地
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
の
講
演

な
ど
、
国
内
の
食
品
関
連
企
業

の
ト
ッ
プ
が
集
い
、
食
の
安
全

に
関
し
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
、

G
A
P
を
は
じ
め
と
し
た
食
品

安
全
に
関
す
る
国
際
的
な
課
題

が
共
有
さ
れ
、
日
本
初
の
食
品

関
係
規
格
の
承
認
に
向
け
て
の

確
か
な
手
応
え
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。全
農
か
ら
も
神
出
元
一
理

事
長
、
戸
井
C
O
ほ
か
多
く
の

関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
議
終
了
後
に
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
モ
エ
ラ
ー
氏

が
全
農
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

News!

園芸産地拡大実証研修農場でA
ア ジ ア

SIAGAP取得
県産農畜産物のブランド力の向上やGAP推進へ 山形県本部

　
山
形
県
本
部
の
園
芸
産
地
拡
大
実
証
研
修
農
場
は
2
月
6
日
、国
際

水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
の「
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｐ
」認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
食
料

調
達
基
準
に
第
三
者
の
認
証
に
よ

る
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
が
要
件
化
さ
れ
た

こ
と
を
契
機
に
、全
国
各
地
で
Ｇ

Ａ
Ｐ
へ
の
取
り
組
み
が
活
発
化
し

て
い
ま
す
。

　
山
形
県
本
部
は
、県
と
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
山
形
の
方
針
に
基
づ
い
た

「
山
形
県
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
」の
推
進
を
連

携
し
て
行
い
、拡
大
が
予
想
さ
れ

る
輸
出
事
業
や
既
存
の
国
内
取
引

先
か
ら
の
取
引
要
件
化
に
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
、「
国
際
水
準
Ｇ

Ａ
Ｐ
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て
推

進
体
制
を
整
備
し
、県
農
畜
産
物

の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
、

「
安
全
・
安
心
」な
産
地
と
し
て
の

国
内
外
に
お
け
る
地
位
の
確
保
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、農
場
を
モ
デ
ル
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

取
り
組
み
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

生
産
者
の
認
証
取
得
を
後
押
し
す

る
た
め
、施
設
園
芸
で
も
注
目
さ

れ
て
い
る「
ミ
ニ
ト
マ
ト
」「
ね
ぎ
」

「
パ
プ
リ
カ
」の
園
芸
品
目
で
取
得

し
ま
し
た
。県
本
部
が
運
営
し
て

い
る
農
場
で
は
、初
の
認
証
を
取

得
し
ま
し
た
。

　
今
後
、山
形
県
本
部
は
Ｇ
Ａ
Ｐ

取
得
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、管

内
Ｊ
Ａ
や
法
人
な
ど
へ
の
情
報
提

供
や
指
導
体
制
の
構
築
を
行
い
な

が
ら
Ｇ
Ａ
Ｐ
推
進
を
図
り
ま
す
。

認証取得を前に行
われたネギハウス
の審査

日本で初めて開かれた「世界食品
安全会議」

ASIAGAPの認証書

ASIAGAP認証を受けた園芸産地拡
大実証研修農場の皆さん
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関
東
市
場
へ
初
出
荷
さ
れ
た
コ
ウ
ノ
ト

リ
れ
ん
こ
ん

便
を
利
用
し
、
鮮
度
を
維
持
し

た
こ
だ
わ
り
レ
ン
コ
ン
と
し
て

関
東
市
場
に
出
荷
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
徳
島
県
産
レ
ン
コ
ン
独
特
の

味
・
色
彩
・
食
感
を
関
東
の
消

費
者
に
広
く
P
R
し
、
知
名
度

の
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

今
後
は
さ
ら
な
る
認
証
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
農
家

所
得
の
増
大
や
産
地
振
興
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

JA徳島北
（徳島県）

概要 平成２９年 3 月 31日現在

正組合員数　　　　　　　２５２５人
准組合員数　　　　　　　２４７７人
職員数　　　　　　　　　　６４人
販売品取扱高　　　　８億９千万円
購買品取扱高　　　　２１億３千万円
貯金残高　　　　　３９３億４千万円
長期共済保有高     １２０３億７千万円
主な農畜産物       レンコン、ラッキョウ、
　　　　　　　    カンショ、梨、スダチ

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
の
農
業
推
進

「
れ
ん
こ
ん
」を
ブ
ラ
ン
ド
化

高知県

徳島県

香川県

北
は
よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
農

法
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
主

力
品
目
で
あ
る
レ
ン
コ
ン
圃ほ

じ
ょ
う場

は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
餌
場
と
な
る

た
め
、
野
生
動
物
が
生
息
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
優
先

課
題
と
し
て
、
レ
ン
コ
ン
の
特

別
栽
培（
農
薬
・
化
成
肥
料
を

慣
行
比
5
割
減
）に
か
じ
を
切

り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
共
生
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
鳴
門
市
は
農
業
振
興
と
地
域

活
性
化
を
目
的
に
、
環
境
に
や

さ
し
い
取
り
組
み
か
ら
生
産
さ

れ
る
農
産
物
な
ど
に
対
し
て
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
お
も
て
な
し
」ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、
平
成
29

年
8
月
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
認
証
を

開
始
し
ま
し
た
。そ
し
て
、同
ブ

ラ
ン
ド
認
証
農
産
物
の
第
1
号

と
し
て
特
別
栽
培
レ
ン
コ
ン「
コ

ウ
ノ
ト
リ
お
も
て
な
し
れ
ん
こ

　

平
成
28
年
、
兵
庫
県
立
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
郷
公
園
か
ら
放
鳥
さ

れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ペ
ア
が
管

内
に
飛
来
し
て
営

巣
を
始
め
、
平
成

29
年
6
月
、
兵
庫

県
豊
岡
市
の
周
辺

以
外
で
は
全
国
初

の
自
然
繁
殖
に
成

功
し
、
3
羽
が
巣

立
ち
ま
し
た
。

　

鳴
門
市
は「
幸

せ
を
運
ぶ
鳥
」コ

ウ
ノ
ト
リ
が
選
ん

で
く
れ
た
地
と
し

て
、
官
民
を
挙
げ

て
の
環
境
づ
く
り

や
P
R
を
行
っ
て

お
り
、J
A
徳
島

　
J
A
徳
島
北
は
徳
島
県
の
北

東
部（
鳴
門
市
）に
位
置
し
、
東

は
渦
潮
で
有
名
な
鳴
門
海
峡
、

西
は
香
川
県
と
の
境
界
で
あ
る

阿
讃
山
脈
の
麓
に
面
し
て
い
ま

す
。

ん
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
全
国
第
2
位
の
生
産
量
を
誇

る
徳
島
県
産
レ
ン
コ
ン
は
、
一

本
一
本
手
作
業
で
掘
っ
て
収
穫

し
、
主
に
関
西
市
場
に
向
け
て

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。「
コ
ウ
ノ

ト
リ
お
も
て
な
し
れ
ん
こ
ん
」

は
、
平
成
29
年
9
月
か
ら
航
空

農
薬
・
化
成
肥
料
５
割
減

特
別
栽
培
が
ス
タ
ー
ト

航
空
便
を
利
用
し

関
東
に
向
け
出
荷

コウノトリれんこん特別栽培部会の皆さん

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
お
も
て
な
し
」

ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
マ
ー
ク
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甘
太
く
ん
選
果
場
で
説
明
を
聞
く
生

徒
た
ち

を
代
表
し
て
3
年
生
の
平
石
竜

馬
さ
ん
が「
新
し
い
ハ
ウ
ス
で

の
研
修
や
最
新
技
術
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
学
習
に
し
っ
か
り

取
り
組
み
た
い
」と
プ
ロ
グ
ラ

ム
実
践
に
向
け
て
の
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

　

9
月
か
ら
順
次
、
各
事
業
の

「
出
前
授
業
」を
開
始
し
ま
し
た
。

授
業
を
受
け
た
生
徒
か
ら
は
、

「
全
農
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

の
で
良
い
き
っ
か
け

に
な
っ
た
」「
実
習
を

通
し
て
詳
し
く
教
え

て
も
ら
い
大
変
参
考

に
な
っ
た
」な
ど
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
度
の

出
前
授
業
は
全
４

回
で
終
了
し
ま
し
た

が
、
次
年
度
以
降
は

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
さ

ら
に
発
展
・
強
化

し
、
農
業
が
よ
り
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
き
ま
す
。

県
本
部

だ
よ
り

大分県本部

新
規
就
農
者
確
保
へ
大
き
な
期
待

高
校
が
協
定
を
結
ぶ
の
は
今
回

が
初
の
試
み
と
な
り
ま
す
。

　

県
本
部
が
寄
贈
し
た
耐
震
型

研
修
ハ
ウ
ス
前
で
昨
年
6
月
6

日
、「
農
業
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」の
開
講
式
を
行
い
、
全

校
生
徒
と
高
校
・
県
本
部
関
係

者
ら
約
90
人
が
出
席
し
ま
し

た
。長
野
博
文
県
本
部
長
が「
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
現
場
の

知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
こ
と

で
、
農
業
に
魅
力
を
感
じ
就
農

に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
」と
あ
い
さ
つ
し
、生
徒

で
は
最
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
大
分
県
本
部
と
し
て
も

県
産
農
畜
産
物
の
販
売
強
化
や

生
産
者
所
得
増
大
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
る
う
え
で
も
、
生
産

基
盤
の
維
持
・
拡
大
に
つ
な
が

る
新
規
就
農
者
確

保
の
取
り
組
み
が

急
務
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

大
分
県
本
部
は

咋
年
2
月
、県
内
唯

一
の
農
業
科
単
科

校
で
あ
る
三
重
総

合
高
校
久
住
校
と

「
次
世
代
の
就
農
者

育
成
に
関
す
る
協

定
」を
結
び
、
若
手

人
材
の
ス
ム
ー
ス

な
新
規
就
農
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

県
本
部
と
県
内
の

　

大
分
県
の
基
幹
的
農
業
従
事

者
の
平
均
年
齢
は
全
国
平
均
よ

り
2
歳
ほ
ど
高
く
、
九
州
の
中

県
本
部
と
県
内
の
高
校
が

人
材
育
成
で
初
の
協
定

各
事
業
の
出
前
授
業
を
実
施

次
年
度
以
降
さ
ら
に
内
容
強
化

農
機
セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
実
習

牛
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
を
体
験
す
る
生
徒

県本部職員が教壇に立つ。「今日朝ごはん食べた人～？」「はーい！」と
和やかに授業が進む

出前事業の内容
事業名 対象者 方法

座学共通

農業
機械

米穀

園芸

畜産

座学
３年生

作物専攻 ７人

２年生 25人

１年生 22人

１年生 22人

日程

９月29日

９月21日

12月12日

１月30日

実習

座学

座学

実習

座学

実習

内容

超音波画像診断装置を用いた牛の肉
質診断（スキャニング）実習

全農リポートを活用した事業概要説明

農作業時の事故発生状況と作業事故
防止について

コンバインの自己点検・整備（セルフメン
テナンス）実習

大分県の畜産情勢およびマーケティン
グ講義

高糖度かんしょ「甘太くん」マーケティン
グ講義

大分県産米の流通情勢等について

「甘太くん」貯蔵庫・選果場現地見学
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畜 産 情 勢
（畜産総合対策部）

牛 肉

鶏 肉

もちあい続く

もも若干下げ645円

豚 肉

鶏 卵

相場は一進一退

昨年と比べ一段低い波形で推移

　2月の成牛と畜頭数は速報値で約7万6千頭と減少しています。
　2月の東京市場枝肉卸売価格は速報値で、和牛去勢Ａ5が
2744円（前年比97.5%）、和牛去勢A4が2402円（同 97.4%）、
和牛去勢Ａ3が2104円（同 94.8%）、交雑牛B3が1411円（同 
93.1%）でした。
　農畜産業振興機構の3月の国内出荷予測頭数を品種別にみる
と、和牛が約3万４千頭（前年比102.3%）、交雑牛が約2万頭（同 
105.6%）、乳牛（雌含む）が約2万９千頭（同 94.6%）で、全体では
約8万3千頭(同 100.1%)と見込んでいます。
　3月月初めは補充買いもあり、相場は多少強気になる可能性も
ありますが、末端需要の大きな回復は見込めず、和牛､交雑牛とも
に総じて2月相場のもちあい
圏内の推移になるものとみら
れます。３月後半は卒業・送
別会などの催事需要が期待
される他、4月上旬には歓迎
会需要、下旬にはゴールデン
ウィーク需要から相場上昇が
見込まれます。

　2月の相場は、もも肉663円/kg（前月比10円下
げ）・むね肉304円/kg（同8円下げ）で、正肉合計
で967円/kgと前月比18円下げとなりました。もも肉
は2月初め671円、月末659円と例年なら下げに動
くところ、寒波などで野菜が高騰したものの鍋物需給
が好調だったこともあり小幅な下げにとどまりました。
むね肉は、輸入鶏肉価格の軟調に引きずられ下げ基
調ですが、月末311円と持ち直しており、依然として旺
盛な需要に支えられ前年比＋20円と相変わらず高い
水準が継続しています。
　3月１カ月の天候見通しで気温は平均より高いと見
込まれており、鍋物需要
が落ち着くため、もも肉
は若干の下げで、月平均
で645円と予測します。
また、むね肉はもちあい
圏内で300円と予測し
ます。

　２月の全国と畜頭数は速報値で約127万頭、前年同比97.3％で
す。
　２月の東京食肉市場枝肉相場は速報値で、477円/㎏（前年比
91.6％、前月比95.2％）と、大きく値を下げました。昨年11月以降急
増した輸入チルドポークは、野菜高騰による鍋需要の不振からます
ます余剰感を強め、他方、国産豚は疾病が季節的にある程度抑え
込まれるなか、増体が一時より改善し、豚肉全体の供給が需要を
上回ったため、相場は大きく下落しました。
　農畜産業振興機構の３月出荷予測頭数は約136万頭（前年比
94.1％）です。需要面では量販店を中心に、軟調に推移する市況を
踏まえて、これまでの輸入中心の販促から国産への販促に切り替え
る動きが加速する一方、年度末
を控えた卸関係は在庫を抑制
する動きが予想されます。また、
生産面では月の後半に向かうに
つれて供給量がじわりと落ちて
くることが予想され、相場は一
進一退を繰り返しながらも４月
以降は一定程度持ち直すと見
込みます。

　２月の東京相場の月間平均は、上伸の展開が続き、
Ｍサイズ基準値１８９円（前年比△１５円）となりまし
た。
　生産量は生産調整明けの産み出しにより増加基調
にあるものの、２月に入り、多くの量販店が決算特売
を実施した影響でテーブルエッグの需要に盛り上がり
が見られ、需給バランスは引き締まりました。一方、業
務筋は荷動きが鈍い状況が続き、また、昨年は荷動
きが活発だった加工筋も、１月中旬以降、積極的な購
入には動きませんでした。
　今後については卒業式や入学式などの年度変わり
の行事によって業務筋の
需要回復が期待される
ものの、近年の増羽傾向
から生産量も増加してお
り、相場は昨年と比較し
て一段低い波形で推移す
ると考えられます。
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